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合
同
検
討
会
立
ち
上
げ

化学物質
管理政策

ま
ず
ハ
ザ

ー
ド
情
報

収
集
・
評
価
の
効
率
化

新
た
な
数
値
目
標
定
め
ず

ＶＯＣ排出
抑 制 対 策

環
境
省
、現
行
制
度
を
継
続

低
炭
素
建
築
物

普
及
へ
評
価
指
標
東京都

再
生
可
能
エ
ネ
固
定

価

格

買

取

制

度

家
庭
の
負
担
増

月
７０
〜
１００
円

経
産
省

第
４
次
環
境
基
本

計
画
が
閣
議
決
定

政

府

使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

は
、
主
に
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
（
容
リ
法
）
に
基
づ

く
市
町
村
ル
ー
ト
と
事
業
者

自
ら
の
責
任
で
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
事
業
系
ル
ー
ト
の
２
ル

ー
ト
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
る
。
協
栄
産
業
が
検
証
す

る
の
は
、
ス
ー
パ
ー
や
小
売

店
が
店
頭
で
分
別
収
集
し
て

い
る
事
業
系
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
お
よ
び

ト
ム
ラ
と
共
同
で
、
店
頭
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
と
ヨ

ー
ク
マ
ー
ト
の
店
頭
に
ト
ム

ラ
が
自
動
回
収
機
を
設
置
。

回
収
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

を
選
別
・
破
砕
・
洗
浄
し
た

後
、
協
栄
産
業
の
メ
カ
ニ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
で
石
油

由
来
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
と
同
等

の
品
質
・
物
性
を
持
つ
再
生

Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
「
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」

を
製
造
す
る
。
回
収
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
の
効
率
的
な
輸
送
方

法
な
ど
と
と
も
に
、
再
生
Ｐ

Ｅ
Ｔ
樹
脂
の
品
質
を
３
カ
月

か
ら
半
年
を
か
け
て
評
価
す

る
。
品
質
が
確
認
さ
れ
た
用

途
か
ら
順
次
、
再
商
品
化
ル

ー
ト
に
乗
せ
る
。

Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
再
利
用
が

難
し
か
っ
た
ボ
ト
ル
容
器
や

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
ベ
ル
、
機
能

性
繊
維
な
ど
に
も
使
え
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
国
内
循
環

を
促
進
す
る
た
め
再
生
用
途

の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
サ

ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
と
は
市
町
村
ル
ー

ト
で
回
収
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
に
再

循
環
さ
せ
る
「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
」

リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
し
て
い

る
。
昨
年
度
か
ら
は
環
境
省

の
委
託
を
受
け
、
リ
サ
イ
ク

ル
網
の
拡
充
と
高
付
加
価
値

な
再
生
用
途
創
出
の
検
証
を

行
っ
た
。

国
内
循
環
を
促
す
に
は
、

市
町
村
ル
ー
ト
に
加
え
事
業

系
ル
ー
ト
で
も
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
容
リ
法
で
は
な
く
廃

棄
物
処
理
法
な
ど
に
基
づ
き

運
用
さ
れ
る
た
め
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
国
内

で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ず
に
海

外
に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
小
売
店
で
の
店
頭
回
収

お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
こ

う
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
国

内
で
有
効
活
用
す
る
方
策
を

模
索
す
る
も
の
。

小
売
店
で
回
収
さ
れ
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
、
家
庭
で
洗

浄
・
分
別
さ
れ
た
う
え
で
排

出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

市
町
村
ル
ー
ト
と
同
様
に
、

排
出
す
る
消
費
者
の
リ
サ
イ

ク
ル
意
識
は
高
く
な
っ
て
お

り
、
自
動
販
売
機
脇
、
交
通

機
関
や
公
共
施
設
の
ゴ
ミ
箱

な
ど
他
の
事
業
系
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
に
比
べ
る
と
品
質
が
管

理
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

他
の
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
か

ら
も
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て

い
る
。

協
栄
産
業
は
、
新
た
な
リ
サ
イ

ク
ル
網
を
検
証
す
る
。
ス
ー
パ
ー

な
ど
小
売
店
で
回
収
さ
れ
る
事
業

系
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
高
品
質
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
に
再
生
す
る
。
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
ト

ム
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
し
、
今

月
か
ら
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
傘
下
の
ス

ー
パ
ー
で
分
別
収
集
を
開
始
し

た
。
半
年
程
度
を
か
け
て
再
生
Ｐ

Ｅ
Ｔ
樹
脂
の
品
質
な
ど
を
確
認

し
、
各
種
の
再
生
用
途
に
展
開
し

て
い
く
予
定
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

国
内
循
環
利
用
を
促
す
仕
組
み
と

し
て
、
他
の
小
売
り
チ
ェ
ー
ン
と

も
連
携
し
た
い
考
え
。
リ
サ
イ
ク

ル
拡
大
の
可
能
性
を
探
っ
て
い

く
。

◇
経
産
、厚
労
、環
境
省
◇

経
済
産
業
、厚
生
労
働
、環

境
の
３
省
は
、
今
後
の
化
学

物
質
管
理
政
策
に
関
す
る
合

同
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
２７

日
に
第
１
回
会
合
を
開
催
し

た
。
労
働
者
保
護
、
消
費
者

保
護
、
環
境
保
全
に
関
す
る

体
系
的
な
危
険
有
害
性
情
報

の
収
集
・
評
価
の
進
め
方
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
統
一
的
な
情
報
伝
達
の
進

め
方
な
ど
を
検
討
し
、
そ
の

方
策
実
現
の
た
め
の
課
題
を

抽
出
す
る
。
７
月
中
を
め
ど

に
短
期
的
課
題
と
中
長
期
的

に
検
討
す
べ
き
事
項
を
整
理

し
、中
間
報
告
を
ま
と
め
る
。

わ
が
国
で
製
造
・
輸
入
さ

れ
る
化
学
物
質
は
数
万
に
お

よ
び
、
基
礎
化
学
品
か
ら
家

庭
用
品
ま
で
多
種
多
様
。
こ

れ
ら
を
管
理
・
規
制
す
る
法

律
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応

じ
て
所
管
す
る
省
庁
が
異
な

る
。
関
係
各
省
が
必
要
に
応

じ
て
連
携
施
策
を
講
じ
る
場

合
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
効

率
的
に
機
能
し
て
い
な
い
。

と
く
に
リ
ス
ク
管
理
に
不
可

欠
な
危
険
有
害
性
（
ハ
ザ
ー

ド
）
情
報
の
共
有
化
は
進
ん

で
い
な
い
。

検
討
会
は
ま
ず
、
リ
ス
ク

管
理
の
共
通
の
情
報
基
盤
と

な
る
化
学
物
質
の
ハ
ザ
ー
ド

情
報
の
体
系
的
な
収
集
・
評

価
と
迅
速
な
情
報
提
供
、
官

と
民
の
役
割
分
担
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
お
け
る
労
働
者
保

護
、
消
費
者
保
護
、
環
境
保

全
の
観
点
を
含
め
た
統
一
的

な
Ｇ
Ｈ
Ｓ
表
示
、
成
形
品
を

含
め
た
情
報
提
供
の
仕
組
み

な
ど
に
つ
い
て
も
方
向
性
を

示
す
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー
は
、
学

識
経
験
者
、
消
費
者
、
労
働

団
体
、
日
本
化
学
工
業
協
会

な
ど
産
業
界
の
委
員
で
構

成
、
安
井
至
製
品
評
価
技
術

基
盤
機
構
理
事
長
と
城
内
博

日
本
大
学
教
授
が
共
同
座
長

を
務
め
る
。
７
月
ま
で
毎
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
会
合
を
持

ち
、中
間
報
告
を
ま
と
め
る
。

環
境
省
は
今
後
の
揮
発
性

有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の

排
出
抑
制
対
策
で
、
新
た
な

排
出
削
減
の
数
値
目
標
を
定

め
な
い
方
針
を
固
め
た
。
規

制
と
自
主
的
取
り
組
み
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
現
行
制
度

が
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
継
続
す
る
こ

と
が
適
切
と
判
断
し
た
。
１８

日
の
中
央
環
境
審
議
会
大
気

環
境
部
会
に
こ
の
考
え
方
を

示
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
削
減
は
、

法
規
制
と
産
業
界
の
自
主
管

理
計
画
に
よ
っ
て
着
実
に
進

展
し
て
お
り
、
す
で
に
当
初

目
標
の
２
倍
近
い
削
減
量
を

達
成
し
て
い
る
。
経
済
産
業

省
は
３
月
末
に
、
さ
ら
に
高

い
ハ
ー
ド
ル
を
課
す
新
た
な

数
値
目
標
の
設
定
は
不
要
と

判
断
し
て
い
る
。
環
境
省
も

こ
れ
と
同
様
の
考
え
方
。
次

期
計
画
に
は
具
体
的
な
数
値

目
標
を
記
載
し
な
い
が
、
産

業
界
に
は
現
行
の
排
出
レ
ベ

ル
を
維
持
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
。

Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
抑
制
は
、

浮
遊
粒
状
物
質
お
よ
び
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
大

気
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と
が

目
的
。
排
出
量
の
多
い
特
定

事
業
に
排
出
抑
制
対
策
を
課

す
大
気
汚
染
防
止
法
（
大
防

法
）
の
規
制
と
、
排
出
イ
ン

ベ
ン
ト
リ
ー
を
公
表
し
て
事

業
者
の
削
減
を
促
し
、
そ
の

結
果
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す

る
自
主
的
取
り
組
み
の
組
み

合
わ
せ
で
排
出
抑
制
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

関
係
各
業
界
・
企
業
の
自

主
的
取
り
組
み
に
よ
り
排
出

削
減
は
順
調
に
進
展
。
２
０

１
０
年
度
ま
で
に
基
準
年

（
００
年
）
比
約
３
割
削
減
を

目
標
に
し
て
き
た
が
、
０８
年

度
に
は
３５
・
２
％
減
と
２
年

前
倒
し
で
目
標
を
達
成
。
０９

年
度
は
４１
・
７
％
減
と
な

り
、
１０
年
度
（
暫
定
値
）
は

４５
・
２
％
減
と
半
分
近
く
に

ま
で
減
少
し
て
い
る
。

一
方
、
環
境
省
の
最
近
の

調
査
で
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い

原
因
は
、
大
陸
か
ら
の
越
境

移
動
や
植
物
由
来
成
分
の
寄

与
率
が
大
き
く
、
国
内
事
業

所
か
ら
排
出
に
よ
る
影
響
は

必
ず
し
も
高
く
な
い
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
環
境
省
は
、
法
的
規
制

と
自
主
的
取
り
組
み
を
組
み

合
わ
せ
る
現
行
制
度
を
継
続

し
、
新
た
な
数
値
目
標
は
定

め
な
い
こ
と
に
し
た
。
産
業

界
に
は
現
行
の
排
出
レ
ベ
ル

を
維
持
す
る
よ
う
求
め
る
こ

と
と
し
、
大
防
法
の
規
制
緩

和
な
ど
は
行
わ
な
い
方
針
と

し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
は
こ
の
ほ
ど

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
電
力
の
供
給
不
安
と
電

力
料
金
の
上
昇
が
今
後
２
〜

３
年
の
事
業
活
動
に
及
ぼ
す

影
響
を
調
査
し
た
。
供
給
不

安
と
料
金
上
昇
が
重
な
っ
た

場
合
、
製
造
業
を
直
撃
す
る
。

９６
・
５
％
が
収
益
を
減
少
ま

た
は
大
き
く
減
少
さ
せ
る
と

回
答
し
た
。
ま
た
７２
・
８
％

が
生
産
を
、
５５
・
３
％
が
国

内
設
備
投
資
を
減
少
・
大
き

く
減
少
さ
せ
る
と
答
え
、
影

響
の
大
き
さ
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。

電
力
の
供
給
不
安
、
電
力

料
金
の
上
昇
、
供
給
不
安
と

料
金
上
昇
の
両
方
が
生
産
、

設
備
投
資
、
収
益
に
及
ぼ
す

影
響
を
聞
い
た
。
調
査
対
象

は
会
長
・
副
会
長
会
社
、
審

議
員
会
議
長
・
副
議
長
会

社
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
委
員
会
委
員
会
社
の
計
１

５
３
社
。
８７
社
（
製
造
業
５６

社
、
非
製
造
業
３１
社
）
か
ら

回
答
を
得
た
。

製
造
業
の
事
業
活
動
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
が

出
た
。
供
給
不
安
に
よ
り
７１

・
０
％
が
生
産
を
、
４２
・
９

％
が
国
内
設
備
投
資
を
、
６９

・
６
％
が
収
益
を
減
少
・
大

き
く
減
少
さ
せ
る
と
回
答
。

料
金
上
昇
で
は
４７
・
３
％
が

生
産
を
、
５１
・
７
％
が
国
内

設
備
投
資
を
、
９４
・
７
％
が

収
益
を
減
少
・
大
き
く
減
少

さ
せ
る
と
回
答
し
た
。

非
製
造
業
で
も
、
供
給
不

安
と
電
力
料
金
上
昇
が
重
な

っ
た
場
合
、
７５
・
０
％
が
収

益
を
減
少
ま
た
は
大
き
く
減

少
さ
せ
、
１８
・
５
％
が
国
内

設
備
投
資
を
減
少
さ
せ
る
と

回
答
し
た
。
料
金
上
昇
の
み

で
も
６４
・
３
％
が
収
益
を
減

少
さ
せ
る
と
答
え
た
。

東
京
都
は
こ
の
ほ
ど
、
低

炭
素
建
築
物
の
普
及
・
拡
大

に
向
け
た
検
討
結
果
を
ま
と

め
た
。
普
及
に
は
環
境
価
値

が
不
動
産
市
場
で
評
価
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
に
関
す
る
情
報
や

評
価
基
準
は
不
十
分
。
中
小

規
模
の
既
存
ビ
ル
が
不
動
産

取
引
の
中
心
で
あ
る
た
め
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書

制
度
」
を
活
用
し
た
情
報
提

供
と
評
価
指
標
が
必
要
と
し

た
。
今
後
、
低
炭
素
建
築
物

に
関
す
る
評
価
指
標
や
指
標

活
用
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
い
く
。

都
市
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
減

ら
す
に
は
、
低
炭
素
建
築
物

が
投
資
家
や
テ
ナ
ン
ト
事
業

者
か
ら
評
価
さ
れ
優
先
的
に

投
資
や
入
居
の
対
象
と
な
る

必
要
が
あ
る
。一
方
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
な
ど
、
環
境
性
能
を

評
価
す
る
た
め
の
情
報
や
評

価
基
準
は
十
分
で
な
く
、
低

炭
素
建
築
物
へ
の
投
資
や
入

居
先
選
定
を
積
極
的
に
行
え

な
い
状
況
に
あ
る
。都
は
「
低

炭
素
ビ
ル
へ
の
環
境
投
資
等

に
関
す
る
検
討
会
」
を
開
催
。

検
討
結
果
を
と
り
ま
と
め

た
。ま

ず
、
不
動
産
取
引
の
中

心
と
な
る
既
存
中
小
規
模
建

築
物
の
環
境
性
能
が
評
価
さ

れ
る
た
め
の
条
件
整
備
が
必

要
で
、
運
用
実
績
を
シ
ン
プ

ル
に
表
す
延
べ
床
面
積
当
た

り
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
評
価

指
標
と
す
べ
き
と
し
た
。
都

は
２
０
１
０
年
度
に
始
め
た

地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制

度
で
相
当
数
の
デ
ー
タ
を
把

握
・
公
表
し
て
お
り
、
評
価
指

標
は
同
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

作
る
こ
と
が
で
き
る
。

評
価
方
法
と
し
て
は
、
評

価
指
標
と
個
々
の
建
築
物
の

延
べ
床
面
積
当
た
り
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
と
比
較
し
て
環

境
性
能
を
評
価
す
る
こ
と
を

提
案
。
評
価
の
考
え
方
や
考

慮
す
べ
き
内
容
な
ど
を
記
載

し
た
環
境
情
報
活
用
マ
ニ
ュ

ア
ル（
仮
称
）を
作
成
・
公
表

す
る
必
要
が
あ
り
、
都
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
個
々
の
事
業

所
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
公
開

す
る
必
要
も
あ
る
と
し
た
。

経
済
産
業
省
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
開
始

に
と
も
な
う
家
庭
の
負
担
額

を
試
算
し
た
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
が
前
年

度
比
１３
％
増
加
し
た
場
合
、

電
力
会
社
の
買
い
取
り
費
用

を
電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
て

回
収
す
る
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
額

は
１
�
�
時
０
・
２
〜
０
・

４
円
で
、
標
準
的
な
家
庭
の

負
担
は
月
７０
〜
１
０
０
円
程

度
増
加
す
る
。

同
省
の
調
達
価
格
等
算
定

委
員
会
は
、
買
取
費
用
、
買

取
期
間
を
ま
と
め
、
意
見
書

と
し
て
４
月
２７
日
に
枝
野
幸

男
経
産
大
臣
に
提
出
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
が
一
定
程
度

伸
び
る
こ
と
を
前
提
に
、
算

定
委
員
会
の
示
し
た
買
取
条

件
で
の
初
年
度
の
負
担
額
を

試
算
し
た
。

住
宅
用
太
陽
光
は
前
年
度

比
４
割
増
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

は
７
月
の
制
度
開
始
か
ら
今

年
度
末
ま
で
に
５０
�
�
増
、

水
力
（
１
０
０
０
�
�
以
上
）

は
同
２
万
�
�
増
、
こ
れ
以

外
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
５
割
増
を
前
提
と
し
た
。

北
海
道
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
を
支
援

す
る
組
織
「
北
海
道
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
機
構
」
が
近

く
発
足
す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

の
普
及
啓
発
や
人
事
育
成
、
事

業
化
・
経
営
に
関
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
幅
広
く
手

掛
け
る
組
織
。
自
治
体
や
市
民
、

企
業
、
学
識
経
験
者
な
ど
と
連

携
し
、
道
内
の
環
境
保
全
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
、
地
域

経
済
発
展
へ
の
寄
与
を
図
る
。

堀
達
也
前
北
海
道
知
事
、
田
岡

克
介
石
狩
市
長
、
寺
島
光
一
乙

部
町
長
の
３
氏
が
呼
び
掛
け
、

１４
日
に
札
幌
市
内
で
設
立
発
起

人
集
会
を
開
催
、
道
内
自
治
体

な
ど
の
参
加
を
募
る
。

北
海
道
は
豊
富
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
る
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

は
、
資
源
調
査
や
人
材
、
設
備

・
資
金
の
確
保
、
送
電
網
の
整

備
な
ど
が
必
要
。
こ
の
た
め
自

治
体
や
企
業
の
導
入
計
画
の
立

案
・
実
施
を
支
援
す
る
組
織
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

機
構
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
関
す
る
情
報
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
国
内
外
の

情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、

情
報
交
換
の
場
も
設
定
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
導

入
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

サ
ー
ビ
ス
（
総
合
相
談
窓
口
）

を
提
供
す
る
。

人
材
育
成
で
は
、
育
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
、研
修
会
・
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
計
画
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
・
経
営
に
関

す
る
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
関
連
新
技
術
・
シ
ス
テ
ム
、

諸
制
度
の
調
査
研
究
も
行
う
。

環
境
省
に
よ
る
と
、
北
海
道

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
、
太
陽
光
発
電
が

７
５
０
万
�
�
、
風
力
発
電
が

陸
上
・
洋
上
合
計
で
５
億
４
０

０
０
万
�
�
、
水
力
が
１
３
０

万
�
�
、
熱
水
資
源
が
５
２
０

万
�
�
。
陸
上
風
力
や
熱
水
資

源
な
ど
は
全
国
で
地
域
別
の
ト

ッ
プ
、
洋
上
風
力
も
ト
ッ
プ
の

九
州
に
次
ぐ
。

政
府
は
２７
日
、
今
後
の
国

の
環
境
施
策
全
体
の
方
向
性

を
示
す
第
４
次
環
境
基
本
計

画
を
閣
議
決
定
し
た
。
環
境

行
政
の
究
極
目
標
で
あ
る

「
持
続
可
能
な
社
会
」
を
、

低
炭
素
、
循
環
、
自
然
共
生

の
各
分
野
を
統
合
的
に
達
成

す
る
事
に
加
え
て
、「
安

全
」
が
そ
の
基
盤
と
し
て
確

保
さ
れ
る
社
会
と
位
置
付
け

た
。東

日
本
大
震
災
お
よ
び
原

発
事
故
を
踏
ま
え
、
冒
頭
部

分
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地

球
温
暖
化
対
策
の
一
体
的
な

見
直
し
や
、
災
害
廃
棄
物
広

域
処
理
の
必
要
性
、
放
射
性

物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
の
対

策
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

震
災
か
ら
の
復
興
は
、
温

暖
化
対
策
、
水
・
大
気
保
全
、

化
学
物
質
対
策
な
ど
主
要
９

分
野
と
は
別
に
章
を
設
け
て

取
り
上
げ
た
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
自
立
・
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
災
害

廃
棄
物
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

と
し
て
の
利
用
な
ど
の
対
策

を
明
記
し
た
。

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
累
計
販
売
台
数
１
万
台

東
京
ガ
ス
の
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
」
の
累
計
販
売
台
数
が
１
万
台
に
達
し
た
。
２
０

０
９
年
５
月
に
世
界
で
初
め
て
販
売
を
開
始
。
省
エ

ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

を
実
現
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
と
し
て
住
宅
メ
ー
カ
ー
や
一
般
家
庭
な
ど
で

採
用
さ
れ
、
販
売
約
３
年
で
大
台
に
達
し
た
。
今
年

度
は
７
１
０
０
台
の
販
売
を
目
指
す
。

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
、
従
来
方
式
に
比
べ
、
定
格
発

電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
約
４８
％
削
減
、
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
約
３５
％
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
。

０９
年
度
に
約
１
５
０
０
台
、
１０
年
度
に
約
２
４
０
０

台
、
１１
年
度
に
約
５
７
０
０
台
を
販
売
し
た
。
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
累
計
販
売
台
数
が
１
万
台
を
達
成
す
る

の
は
、
東
京
ガ
ス
が
初
め
て
。

北北海海道道再再生生可可能能エエネネルルギギーー振振興興機機構構発発足足
１４
日
に
設
立
発
起
人
会

事事
業業
系系
ＰＰ
ＥＥ
ＴＴ
ボボ
トト
ルル

国国
内内
循循
環環
利利
用用
をを
検検
証証

道内の普及後押し

小
売
店

と
連
携

店
頭
回
収
し
再
資
源
化

協栄産業

自治体や企業の導入
計画立案・実施支援

９６
％
が
収
益
減
少
生
産
、
国
内
設

備
投
資
も
影
響

電力供給不安と料金上昇

〔電力の供給不安と電力料金
の上昇が収益に及ぼす影響〕

製造業を直撃

経
団
連
が
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
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２０１２年（平成２４年）５月１日（火曜日）（第三種郵便物認可） （新聞定価１ヵ月１１，５００円送料・消費税込み）（７）


